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Crystal Structure Analysis of Mn-bearing Perovskite Nanosheets at the A site 
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1   はじめに 
近年、層状化合物の単層剥離によりさまざまな組

成や構造の無機ナノシートが合成されている。例え

ば 、 ホ モ ロ ガ ス 系 列 層 状 ペ ロ ブ ス カ イ ト

KCa2Nan−3NbnO3n+1 (n > 3)は、NbO6八面体が n層積み
重なり Aサイトに Ca/Naを含有するペロブスカイト
層を形成し、その層と層の間にアルカリ金属 Kが存
在する。その単層剥離により厚みを NbO6八面体単

位で制御したペロブスカイトナノシート群を作製で

きる[1]。本研究では、A サイトに Mn を含む同系列
の層状ペロブスカイトを合成し、その単層剥離によ

り得られるナノシートの結晶構造を面内 XRD 測定
により調べた。 

 
2   実験 
ペロブスカイト型酸化物 RbCa2Nb3O10をイルメナ

イト型酸化物 MnTiO3と化学量論比で十分に混合し、

1373 K で高温焼成することにより、A サイトに Mn
を含む層状ペロブスカイト RbCa2MnNb3TiO13を得た。

酸溶液を用いたイオン交換処理により、層間の Rb+
をプロトンへと置換した。続いて、水酸化テトラブ

チルアンモニウム水溶液中で振盪して剥離処理を行

うことで、淡褐色の懸濁液を得た。分散したコロイ

ド状物質をシリコンウェハ上に堆積させ、薄膜回折

計を用いて面内 XRD 測定を行った。用いた放射光
の波長は 0.12008(4) nmであった。 

 
3   結果および考察 

AFM観察により、厚さが約2.0 nm、横幅が1–3 µm
のナノシートが得られていることが確認された。ま
た、面内XRD測定では図 1に示すように、高い結晶
性を示す鋭い回折ピークが観測され、これらのピー
クは格子定数 a = 0.38364(1) nmを持つ二次元正方格
子として指数付けすることができた。これは剥離前
のペロブスカイト構造と同等であり、ナノシートへ
の剥離後も、ペロブスカイトの基本格子が維持され
ていることを示している。 

 
図１：層状ペロブスカイト RbCa2MnNb3TiO13を剥離

して得られた Ca2MnNb3TiO13ナノシートの面内

XRDパターン 
 

4   まとめ 
A サイトに Mn を含む新規ペロブスカイトナノシ
ートの結晶構造を面内 XRD 測定により明らかにし
た。 
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